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「いつかは聞きたい！」が身近に気軽に聞ける勉強会第290回 地域ネットワーク勉強会のお知らせ

●お問い合せ・申込先 神栖本所地域福祉総合相談センター　電話：0299-93-0294

支援者に知ってほしい！神栖市のひきこもり状態にある方への支援

 日　時：9月12日（木）　   

 時　間：午後７時～午後８時30分

 場　所：保健・福祉会館１階 集会室Ｂ QRコードでの
申込みも可能です。

お問い合せ・神栖本所 地域福祉総合相談センター　　電話：0299-93-0294

広告
税理士法人
タックス･イバラキ
＜栗林会計事務所＞

ひきこもり家族相談

■心理療法士と精神保健福祉士による相談（予約制・無料）

　月１回：第3金曜日　午後１時と午後２時30分の２枠

　日　程：９月20日、10月18日、11月15日

■精神保健福祉士の職員による相談（随時）

【 ご 注 意 】 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
・精神疾患や発達障害の診断を受けている方
　は医師の治療方針が優先されます。　　　
・学校に在籍している場合は、事前に学校や
　不登校支援機関へご相談ください。　　　

～本人の支援につながる家族支援～

※いずれの相談も１回１時間を目安としています。
※ご本人の状況により、適した相談先の情報提供を行います。

●お問い合せ先：神栖本所 地域福祉総合相談センター　電話 0299-93-0294 【お問い合わせフォームへ】

メール（info@kamisushakyo.jp）でのご相談も可能です。お問い合わせの際は右記の
QRコードをご活用ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ひきこもりの状態となる原因は様々ですが、本人にとってはゆっくりと休息をとるのに必要な　　　　　　　

時間とも言われております。一番身近な家族が本人の気持ちに寄り添い、ありのままを受入れら　　　　　　　

れるようになることが本人の行動変容につながる場合もあります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　神栖市社協のひきこもり家族相談では、心理療法士のアドバイザーと精神保健福祉士の資格を持つ職員が本人

への接し方や家族としての向き合い方などについて、本人や家族の「この状況を変えていきたい」という思いに

寄り添い、解決に向けた道筋を一緒に考えます。プライバシーは守られますので、安心してご相談ください。　

権利擁護に関する相談 精神疾患(こころの病気)に関する相談

障害に関する相談 生活に関する相談 ひきこもりに関する相談

■成年後見制度や日常生活自立支援事業につい

　ての相談をお受けします。

・身体、知的、精神障害のある方
やその家族からサービス利用や社
会参加などについて相談をお受け
し、障害者の地域生活を他機関と
連携しサポートしています。　　

・認知症や精神疾患、知的障害など　　　　　　　

によって判断能力が低下した方の権　　　　　　　

利が守られるように支援する相談窓　　　　　　　

口として「福祉後見サポートセンターかみす」を運

営し、成年後見制度や日常生活自立支援事業に関す

る相談をお受けしています。　　　　　　　　　　

■精神疾患でお悩みの方への相談窓口や居場所

　の提供を行います。

■障害のある方やその家族から

　の相談をお受けします。

・失業や低収入などにより生活困
窮となった世帯や心身の問題等で
働けなくなった方からの経済的な
困りごとについて相談をお受けし
ています。　　　　　　　　　　

■経済的なお困りごとについて 

　の相談をお受けします。

・心理療法士のアドバイザーと精
神保健福祉士の資格を持つ職員に
より、本人の元気や自信を取り戻
すための家族の関わり方を一緒に
考えます。　　　　　　　　　　

■ひきこもり状態でお悩みの方の

相談をお受けします。

安心してご相談ください！～神栖市社協の専門相談～

神栖市社協各種専門相談の詳細につきましては、本会ホームページをご覧ください。

【講師】　

　高橋 眞利子氏(ひきこもり支援相談士) 

　全国webカウンセリング協議会 茨城支部めだかの学校

　佐藤 節子氏(就労支援相談員)

　かみすライフサポートステーション

　市内の相談窓口は、高齢、障害、児童、生活困窮といった様々な分野ごとに充実しつつ　　　　　　　　　

あります。しかしながら、例えば判断能力が低下した方の権利擁護に関する相談や精神科　　　　　　　　　

受診に関わる相談などは内容が複雑であるがゆえに支援につながりにくいことが課題となっています。　　　

　神栖市社協では、必要な人が必要な支援やサービスにつながるようになるために下記の専門相談窓口を開設

しています。相談はすべて社会福祉士や精神保健福祉士の資格を持つ職員がお受けいたします。また、課題解

決に向けては必要に応じて関係機関と連携を取りながら対応させていただきます。電話窓口に限らず、状況に

合わせてご自宅に訪問させていただき、お話を伺うこともできますので、安心してご相談ください。　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・『こころの相談室』では不眠や気分　　　　　　

の落ち込み等、心の問題を抱える方や　　　　　　

その家族からの相談を精神保健福祉士の資格を持つ

職員がお受けいたします。また、精神疾患を抱える

方の居場所として『精神障害者デイケア』を開催し

ています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【お問い合わせフォームへ】

メールでの相談も可能です。右記のQRコードをご利用ください。

　ひきこもり状態にある方は、平成２２年の国の統計調査では推計70万人とされていましたが、　　　　　　　

令和５年の実態調査では、推計146万人と倍増しております。一方でひきこもり状態にある方や　　　　　　　

その家族が相談できる窓口は整備されつつはありますが、全国的に見ても十分であるとは言えな　　　　　　　

い状況です。神栖市では、ひきこもりに関する専門の相談窓口は現在２カ所あります。一つは上記でご案内した

本会が実施している「ひきこもり家族相談」、もう一つは神栖市からひきこもり支援推進事業の受託を受けて運

営している「かみすライフサポートステーション」です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　今回の勉強会では、「ひきこもり家族相談」より高橋さん、「かみすライフサポートステーション」より佐藤

さんをお招きし、それぞれの機能や特徴、支援の流れなどを具体的な事例を交えてお話いただきます。福祉職と

して世帯に関わる地域包括支援センターや居宅介護支援事業所のケアマネジャー、障害児者の計画相談員など多

くの皆様のご参加をお待ちしています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



◇かみす社協ニュースへのご意見・ご感想をお寄せください◇

●お問い合せ：神栖市社会福祉協議会　神栖本所 　電話：0299-93-0294

QRコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です。

広報紙に関するご意見・ご感想につきましては、下記のお問い合せ先、もしくは右記のQRコード(Googleフォーム)

にてお寄せください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

広告

0299-93-1779

広告　神栖法律事務所
茨城県弁護士会所属

　　弁護士  　 安重 洋介

　　弁護士   　宇都宮 諒
〒 神栖市神栖 号

   　 - -
ご相談は平日AM９時からPM５時まで受け付けています
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整形外科・内 科
精神科・心療内科

児玉医院

もの忘れ・認知症外来・児童精神

認知症リハビリテーション

各種メンタルケアのご相談

広告

☆サロンに関するお問い合わせ：ボランティアセンター　神栖本所 　波崎支所 

※下記以外のサロンはお休みです。

7／1～7／31受付 順不同､敬称略つ も る 善 意
たくさんの心あたたまる善意をありがとうございました☆寄付金預託☆ 合計55,872円

●社協の地域福祉活動へ

●ベルマーク 合計10,447枚

☆物品預託☆ ● 合計76個

合計6.6㎏きずなBOX(食品収集箱)

●もったいないを橋渡しプロジェクト関連

(食品35.5㎏)

●書き損じハガキ 合計152枚

19,300円土合南区町内会

●令和６年能登半島地震災害義援金

●使用済切手 合計15,468枚

小林宏弥
(紙おむつ48袋、尿取りパッド48袋）

大勝建設㈱

神栖市シニアクラブ連合会

高島鉄也(玄米180㎏)

　サロンは、家に閉じこもりがちな地域の高齢者や障害者、子育て中の親子などが身近な場所に集まって気軽に

楽しい時間を過ごす活動です。新たにサロンを立ち上げたい方々の「思い」を「活動」につなげられるよう、取

り組みへの調整や側面的な支援を行います。ぜひご相談下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

5,900円

社協窓口募金箱

30,000円
ひとみの会

神栖アウトドアクラブ

末松正好

社協ボランティアセンター窓口

石津シニアクラブ

鐘の会

天王 勇(封筒多数）

神之池クラブ

開催！わくわくサロン情報

●その他

672円

●市内のこども食堂へ

㈲清和環境

㈱山鉄

㈱宝山産業

鹿島加工サービス㈱

徳増康弘

三国屋建設㈱

NPO法人あすなろ会

栁川紘子

匿名7件

鹿島加工サービス㈱

石津シニアクラブ

匿名1件

DIC㈱鹿島工場

ひとみの会

神栖市シルバー人材センター

鹿島加工サービス㈱

NPO法人あすなろ会

社協ボランティアセンター窓口

(アルファ化米6.4㎏)

鹿島加工サービス㈱、旭新運送㈱
(楽器類38点、幼児用椅子5脚、絵本2冊)

匿名2件(紙おむつ6袋、尿取りパッド
11袋、からだふき6袋、タオル50枚)

9/19(木)わくわくサロン知手浜：知手浜区民館

9/23(月)わくわくサロン知手団地：東町区民館

9/3(火)友愛サロン：溝口集落センター

9/6(金)ほっとサロン：大野原コミュニティセンター

9/6(金)わくわくサロンあけぼの：知手中央仲町公民館

9/6(金)なごみ会：むつみ荘

9/8(日)ふれあいサロンめだか：新港公民館

9/2(月)わくわくサロンはさき：日の出町区民館 

●お問い合わせ先：神栖市共同募金委員会(神栖市社協) 神栖本所　電話 0299-93-0294

赤い羽根共同募金

　「赤い羽根共同募金」は毎年10月1日から12月31日までの間、全国一斉に行われ、神栖市内　　　　　　　

で寄せられた募金は茨城県内の社会福祉活動と、神栖市内の地域福祉活動に役立てられます。　

　神栖市では、市民のだれもが、身近な場所で、自分の意志で自由に募金に参加できるように　　　　　　　　

次の３つの方法で募金活動を実施します。

【報告】高校生の進路アシストカレッジ

※「高校生の進路アシストカレッジ」は赤い羽根共同募金の募金を活用して実施しています。

■講義・実習にご協力いただいた事業所様(順不同、敬称略)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

デイサービスセンターみのり・みのり須田、ふくしの介護センター、ハミングハウス、福祉作業所きぼうの家、デイサービスセンタ

ーのぞみ、グッドライフ神栖、障がい者就労支援センターコンパス、波崎こども園、うずも保育園、軽野保育園、深芝保育園、きさ

き保育園、土合舎利保育園、土合こども園、でいサービスみなと、ゆめキッズ神栖、シードリーフ神栖、かしまなだ診療所、新扇歯

科医院、白十字総合病院、神栖済生会病院、済生会土合クリニック　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■講話にご協力いただいた専門職の皆様

 堤朝子氏　【看護師】白十字看護専門学校　　　五十嵐幸子氏【介護福祉士】ふくしの介護センター

 大川七海氏【保育士】シードリーフ神栖　　　　神田一彦氏　【社会福祉士】神栖済生会病院  

三国屋建設㈱

伊原和子

鐘の会

ひとみの会

末松正好

匿名4件

DIC㈱鹿島工場

石津シニアクラブ

DIC㈱鹿島工場

～将来の自分と向き合った６日間～

（１）募金箱募金(商店や公共機関などの募金箱に募金するスタイル。昨年度は106カ所に設置協力いただきました。)

（２）職域募金(会社や事業所などのお勤め先で募金するスタイル。昨年度は57事業所にご協力いただきました。)

（３）地域募金(地区や自治会などを通じて募金するスタイル。昨年度は56地区にご協力いただきました。)

「募金箱募金」「職域募金」にご協力いただける店舗・事業所様を募集しています。お申し出いただいた店舗・

事業所様については「かみす社協ニュース10月号」で紹介させていただきますのでぜひご協力をお願いします。

　今回で12回目となるアシストカレッジには、福祉職・医療職に興味・関心のあ

る高校生7名の参加となりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　初日（7/23）は市内で活躍する現役の専門職４名を講師に迎え、これまでの経

験を踏まえて専門職の役割や仕事に求められることについて学びを深めました。続

いて、市内の各施設で行った４日間の職場体験実習では、現場で直接指導を受けな

がら利用者との接し方や対人援助職としての心構えを肌で感じることができ貴重な

経験となりました。最終日（8/9）にも初日の講師陣を迎え、「コミュニケーショ

ンをとる時に気を付けていることは何か」など実習中の感想や疑問点についての振

り返りを行いました。さらに、昨年度のカレッジを修了した現役大学生を招き、ア

シストカレッジが自身の進学にどのように影響したか、今の学生生活の様子などを

交えて高校生にメッセージを送っていただきました。短い期間ながらも凝縮された

この経験を、専門職を目指す過程でぜひ役立ててください。皆さんお疲れさまでし

た。今回、本企画にご協力いただいた講師の皆様、実習を受け入れてくださった事

業所様、誠にありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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